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はじめに

カナダ長老派教会女性伝道協会（Woman’s Missionary Society of the Presbyterian Church in 

Canada、以下、WMSPCと略す）は、19 世紀後半から 20 世紀前半にかけ、海外宣教という女性の

新しい社会活動を切り開いた代表的な女性伝道協会の一つである。WMSPCには、WMSPC東部

地区（Eastern Division）とWMSPC西部地区（Western Division）という二つの組織があり 1、朝

鮮に女性宣教師を派遣したのは、WMSPC東部地区であった。

日本、韓国、カナダなどにおけるWMSPCに関する研究は立ち遅れている。まず、日本において

は、カナダメソジスト監督教会女性伝道協会（Woman’s Missionary Society of the Methodist Church, 

Canada）を取り上げた研究はあるものの 2、台湾と朝鮮に女性宣教師を派遣したWMSPCに関して

は女性宣教師の研究の中でほとんど言及されていない。韓国においては、朝鮮に派遣されたカナ

ダ長老派教会の牧師・医者の軌跡や、朝鮮半島の北東部（咸鏡道）に設立されたカナダ長老派教

会について主に研究されており 3、WMSPCやカナダ女性宣教師に関する研究は皆無に等しい。カ

ナダなどの英語圏を持つ国家においても、WMSPCから派遣され朝鮮で活動した女医や牧師 4 のほ

かに、朝鮮に渡って教育活動を行った女性宣教師に関してはあまり論じられていない。

本研究は、WMSPCの関係資料（年次報告書、機関紙など）を用いて 5、WMSPCの女性宣教師

たちは、どのような意識を持って朝鮮で女子教育を実施したかを明らかにする。19世紀から 20世

紀前半にかけ、朝鮮、中国、日本、台湾などへ渡った欧米の女性宣教師に関する研究は、かなり

蓄積されている。とりわけ、アジアなどで女子教育を実施したアメリカ女性宣教師やオーストラ

リア女性宣教師の意識は、不十分でありながらも明らかにされている 6。本研究では、カナダ女性

宣教師を取り上げ、当時、世界各地の宣教地で女子教育を実施した欧米女性たちの意識は、国や

教派を超えて欧米女性の間に広く形成されていたものであり、その意識は、女子教育を通して世

界各地の宣教地の女性たちに伝わり、世界的規模で普及したものであるという点を論じる。

朝鮮におけるカナダ女性宣教師と女子教育

朴　　　宣　美
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1．カナダ長老派教会女性伝道協会

（1）設立

WMSPC東部地区は、1876 年にノバスコシア州（Nova Scotia）のハリファックス（Halifax）で結

成されたが、当時は、ハリファックス女性伝道協会（Halifax Women’s Missionary Society）という

名称であった。その後、1885 年にカナダ長老派教会女性海外伝道協会東部地区（Woman’s Foreign 

Missionary Society of the Presbyterian Church in Canada, （Eastern Division））へ、1910 年にカナダ長

老派教会女性海外および内国伝道協会（Woman’s Foreign and Home Missionary Society）へ、1915

年にWMSPC西部地区に習って、WMSPC東部地区へと改称された 7。

WMSPC西部地区は、同じく 1876 年にオンタリオ州（Ontario）のトロント（Toronto）で結成

されたが、設立当時の名称は、女性海外伝道協会西部地区（Woman’s Foreign Missionary Society 

（Western Division））であった。1914 年に、モントリオール女性伝道協会（Woman’s Missionary 

Society of Montreal、1882 年に結成）と女性内国伝道協会（Woman’s Home Missionary Society、

1903 年に結成）を統合して、WMSPC西部地区へと改称された。

WMSPC（東部地区と西部地区）は、1925 年にカナダメソジスト監督教会女性伝道協会 8、カ

ナダ会衆派教会女性伝道ボード 9 とともに、カナダ合同教会女性伝道協会 （Woman’s Missionary 

Society of the United Church of Canada）へ吸収・統合されるまで 10、同教会海外伝道委員会（Foreign 

Mission Committee of the Presbyterian Church in Canada） 11 の下、女性宣教師のリクルートと派遣、

宣教資金の調達、女性宣教師や宣教地に対する支援などの活動を行った。西部地区は中国とイン

ドへ、東部地区はトリニダード島（Trinidad）、イギリス領ギアナ（British Guiana）、ニューヘブリ

ディーズ諸島（New Hebrides）、朝鮮に女性宣教師を送り出した（以下の図を参照）。

WMSPC, The Story of Our Missions,  1915 より
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以上のように 19 世紀末から 20 世紀前半にかけ、カナダ女性たちは、WMSPCをはじめとする

海外伝道協会を立ち上げ、女性宣教師を世界各地に送り出した 12。こうしたカナダにおける女性た

ちの海外宣教運動は、数十万人のカナダ女性たちを結集した、以前には見られなかった女性の新

しい社会活動として評価されている。それほど多くの女性たちがこの運動に糾合した理由は何よ

りも、活動を行うために家庭の外で費やす時間が短く、活動の内容も会費を払ったり、縫物をし

て売ったり、会議に参加したり（時間があるときだけ）するなど、ハードルの低い活動であった

ためだとされる。また、女性たちは、自身の活動がカナダ全国、ひいては世界へとつながり、自

身の意識も異教徒の地の憐れな女性に対する関心などへと広がることに喜びを感じ、満たされて

いたためだとされる 13。

WMSPC東部地区と西部地区は、異教徒の地の女性たちに対する宣教活動の支援に設立の目的

を置いた。たとえば、WMSPC東部地区は、「私たちの協会の目的は過去も現在も、異教徒の地に

おける女性と子どもに対する活動を行う海外伝道委員会を支援することであり、十数年間、私た

ちの資金は、女性宣教師や看護師の派遣と維持、宣教地における学校、病院、女性聖書学校の建

物の建築と維持に注がれたのだ」 14 という。WMSPC西部地区は、「（私たちの協会の目的は）異教

徒の地の女性の教育と改宗を通して文明化へ進むように助けることである」 15 という。

このように異教徒の地の憐れな女性を助けるという認識は、19 世紀半ばから本格的にはじまる

欧米女性の海外宣教運動を支えた基本理念であった。その認識は、アメリカバプテスト教会女性

伝道協会のウォーターベリー（Lucy Waterbury）により、1895 年に「ユニバーサル・シスターフッ

ド（全世界的な姉妹愛）」と表現され、彼女の書いた文章は、WMSPC西部地区を通して、カナダ

女性たちに普及した。そこでウォーターベリーは、インドや中国女性の惨めな状況について説明

したあと、「あなたは、『私は敏感すぎてそのような恐ろしい話を聞くことができない』と言うか

もしれない。奇妙な感受性ではないか。あなたが〔憐れな異教徒の女性たちを〕助けることを躊

躇することは、あなたの姉妹たちがそのような恐ろしい状況をずっと我慢するよう強要すること

になろう」と述べる 16。

こうしたWMSPC（東部地区と西部地区）の認識は、1925 年にカナダ合同教会女性伝道協会に

おいても受け継がれる。カナダ合同教会女性伝道協会を発足するにあたって行われた行事で、ア

ジアやアフリカの憐れな女性と子どもたちの叫びに応答するのが、カナダ女性の任務であると強

調されたのである。

　 カナダ合同教会女性伝道協会に突き付けられている任務は何か。聞け、答えは数百万人の、

荒れている中国、植民地のインド、花が咲き乱れる日本、暗黒の地と呼ばれたが今は目覚め

ているアフリカ、不思議の国、朝鮮、台湾の女性たちと子どもたちからくる。彼らはイエス・

キリストの福音の光と癒しを求めてもだえながら、体の苦しみから楽になろうと、罪深い霊
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魂に平和を得ようと、精神を啓発しようと、私たちに向って叫んでいる 17。

以上のようなWMSPC（東部地区と西部地区）の基本認識は、女性宣教師の意識や活動の中に

反映され、また、機関紙などを通してカナダ女性たちの間にも浸透していった。WMSPCから刊

行された機関紙について見てみると、西部地区は、1884 年からMonthly Letter Leafletを刊行した。

1897 年から The Foreign Missionary Tidingsへ、1914 年から 1925 年までは The Missionary Messenger

へと改称された。東部地区の場合、1893 年から 1925 年まで The Messageが刊行されたが、その前

身として 1883 年から刊行された

Monthly Leafletがある。

こうしたWMSPC東部地区と西部

地区の機関紙は、1925 年にカナダ合

同教会女性伝道協会が発足する際

に廃刊され、新しく The Missionary 

Monthlyが刊行されることになった

が、このカナダ合同教会女性伝道協

会に合流しなかったWMSPC西部地

区の一部は、1925 年から The Glad 

Tidingsを刊行した。

（2）朝鮮宣教

1893 年に個人の資格で朝鮮に渡ったカナダ長老派教会のマッケンジー牧師（William J. 

McKenzie）は、朝鮮で病死した（1895 年）。その後、カナダ長老派教会は、朝鮮から宣教師の派

遣の要請を受けていたが、財政的な理由で朝鮮宣教に踏み切ることができずにいた。こうした事

情を知ったWMSPC東部地区は、資金の調達に助力し、女性宣教師の派遣も約束し、カナダ長老

派教会による朝鮮宣教は始まった。こうした経緯について、1901 年度のWMSPC東部地区の年次

報告書の中に、以下のように言及された。

　 朝鮮でマッケンジー宣教師が死去して間もない頃、マッケンジーと一緒だった朝鮮人たちは、

マッケンジー牧師が始めた仕事を引き継ぐよう、教会に請願した。私たちの会員の中の数人

は、この新しい宣教地に関心を持つようになり、WMSPC東部地区は、この案件について十

分に協議した後、海外伝道委員会にこの問題を委託し、もし、同委員会が朝鮮にミッション

を開くのであれば、WMSPC東部地区は、一人の宣教師を支援すると約束した。18

1899 年 11 月号 創刊号の表紙 （Sep. 1926）
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1899 年に 3人の男性宣教師（William. R. Foote, Duncan. M. MacRae, Robert. Grierson）と、フッ

ト（Mrs. Edith Foote）とグリアソン（Mrs. Edith Grierson）という 2人の女性宣教師が朝鮮に渡っ

た。彼らは、アメリカ北部長老派教会（1885 年に朝鮮宣教を開始）から元山（咸鏡南道）を譲ら

れ、以後、咸鏡南北道を管轄することになった。同年、カナダ長老派教会朝鮮ミッション（Korea 

Mission of the Presbyterian Church in Canada）が開かれ、元山ステーションが置かれた。その後、

城津（1901 年）、咸興（1903 年）、会寧（1912 年）、間島の龍井（1912 年）に立て続けにステー

ションが設けられ、各ステーションにWMSPC東部地区は、女性宣教師を送りつづけた。

WMSPC東部地区が朝鮮に未婚の女性宣教師を始めて送ったのは、1901年であった。最初の未婚

の女性宣教師は、マクミラン（Dr. Kate MacMillan）とロブ（Jennie B. Robb）だった。同年、マッ

クカリー（Louise McCully）も義和団事件から避難して中国から朝鮮宣教に加わった。女性宣教

師は増え続け、1910 年代後半には約 30 人に達した。以下の（表 1）から分かるように、カナダ長

老派教会朝鮮ミッションの宣教師（男性宣教師と女性宣教師）は、50 人程度（1920 年代）だった

（朝鮮宣教にかかわったカナダ宣教師の総人数に関しては、今後、調査しなければならない）。女

性宣教師は男性宣教師の約 2倍で、既婚の女性宣教師は未婚の女性宣教師より若干多い。

注 1：（1）*とは、牧師の按手を受けた医者を意味。従って合計には含まない。
注 2：女性宣教師のうち、医療関係の宣教師（未婚）は、別枠で明記した。
注 3：1899 ～ 1908 年度の統計は、1923 年度の報告書による。
出所： Minutes and Reports of the Annual Meeting of the Council of the Korea Mission of the Presbyterian Church in Canada, 

1913-1925（1899 ～ 1912 年度の報告書は未入手。1925 年にWMSPC東部地区がカナダ合同教会女性伝道
協会へ吸収された後、この報告書の刊行は中止されたと思われる）。

年度
男性宣教師 女性宣教師

総計
牧師 医療 その他 合計 未婚 既婚 医療 合計

1899 3 (1)* 3 2 2 5

1903 4 (1) 4 3 4 7 11

1908 6 (1) 6 4 4 8 14

1913 8 (1)1 9 5 8 13 22

1914 9 (1)1 10 10 8 18 28

1915 12 (1)1 13 9 11 2 22 35

1916 11 (1)2 13 8 12 3 23 36

1917 12 (1)4 16 9 14 3 26 42

1918 13 (1)3 16 10 16 3 29 45

1919 16 (1)4 20 11 15 2 28 48

1922 14 (1)3 1 18 12 15 5 32 50

1923 14 (1)3 1 18 12 16 3 31 49

1924 14 (1)3 1 18 13 16 4 33 51

1925 14 (1)3 1 18 13 16 5 34 52

表 1　カナダ長老派教会朝鮮ミッションの宣教師（1899 ～ 1925）
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WMSPC東部地区の女性宣教師は、すべてのプロテスタント教派の女性宣教師と同様、教育（女

学校、女性聖書学校、夜間学校などの開設と運営など）、医療、伝道の活動を行ったが、1936 年

から新しく農村における社会福祉活動にとりかかる。この社会福祉活動が開始された背景と進捗

状況について、次のように報告されている。

　 マッキノン宣教師（Miss Maud J. MacKinnon）は、サバティカルの時に 4カ月間、イギリスと

デンマークに滞在し、ミッションの新しい事業として計画されていた、農村における社会福

祉事業の準備にとりかかった。……いくつかの協働農民学校（Cooperative Folk School）と農

村家内産業所（Rural and Home Industry）を訪問して、私たちの農村プロジェクトの立ち上

げに役立つ多くのアイデアを収拾することができた。マッキノンが元山に戻った後、会寧と

元山に農村研究所を設立する案が具体化した。……元山の夜間学校は、生徒の人数が増加し、

盛況を収めている。この夜間学校に農村社会研究所（Rural and Social Institute）の学生たちが

実習をしているが、この研究所は、貧しい家庭の子どもに教育の機会を与えることと、彼ら

を教師に育てること、この二つを目的としている 19。

　 農村事業に大きな関心が集まっている。この数年間、農村プログラムは、マッキノンとバー

ビッジ宣教師（Mr. Burbidge）の指導のもとに元山と会寧で行われている。朝鮮ミッションに

よって、さる 7月に、城津ステーションでは、農村事業と伝道事業に集中することが決まり、

農村研究所が開かれたが、多くの生徒がいたるところから集まった。マッキノンがこの農村

事業を組織化しており、農村研究所は教会の農村リーダーを養成するセンターとして活用さ

れている 20。

カナダ長老派教会朝鮮ミッションの農村研究所に関しては資料の制約もあって詳細に明らかに

することができないが、少ない人数の宣教師が農村に入ってできる仕事に限りがあるため、この

研究所を中心に、就学できない貧しい農民の師弟に教育の機会を与え、彼らを通して農村を啓蒙

していく活動を 1930 年代後半から行っていたのであろう。しかし、1940 年、神社参拝問題が起こ

り、カナダ長老派教会朝鮮ミッションは撤退したため、こうした地域に密着した活動も大きな成

果をみることなく中止されてしまったのか、または朝鮮人の教会員たちによって継続されていっ

たか、その行方は不明である。
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2．女子教育

（1）女学校

WMSPC東部地区は、「学校は朝鮮人に対する啓蒙活動や伝道活動を行う重要な場所」 21 である

と、教育事業に対する基本認識を明らかにしたが、その認識は、すべての宣教師または海外宣教

運動に共有されていたものである。1899 年に元山ステーションが開かれた直後、教会に主日学校

昼間部が設けられ 22、フット（Mrs. Edith Foote）は、女子生徒を担当した。

彼女はWMSPC東部地区に送った書信の中に、「（1900 年春）私は女子生徒たちの勉強が伸びた

ことに励まされました。2人以外のすべての女子生徒は、自分で聖書の勉強ができるようになっ

ています。現在、元山に女子児童のための学校（school for girls）は 1校しかありませんが、3校

があればと希望しています。少し遠い二つの町にも学校が開設されるべきです」 23 と述べた。この

ように、1899 年に元山で女性宣教師が始めた女子教育は、教会で読み書き、聖書、教理などを教

える程度のものだったと思われる。

このような女子教育の状況は、1901 年に置かれた城津ステーションにも同様に見られる 24。こ

うして朝鮮宣教が開始された直後における女子教育は、女学校が開設される前の段階で実施され

たものだが、カナダ合同教会女性伝道協会は、元山でフットが担当した学校を、「カナダ長老派教

会朝鮮ミッションが開設した最初の女学校」

として評価した 25。

いずれにせよ、1900 年代半ば頃から、次々、

各ステーションに女学校が開設される。まず、

1903 年に咸興に女学校が開設される（永生女

学校、修学年限 4 年）。1899 年から朝鮮女性

が自宅で何人かの少女に文字を教えていたの

をマクレー（Mrs. MacRae）が引き継ぎ、校舎

を構えて女学校に発展させたのである 26。そ

の開設の状況に関して、次のように報告され

ている。

　 咸興にある私たちのミッション女學校は、この町で初めてクリスチャンとなった申夫人（Mrs. 

Shin）によって始まったと言われている。彼女は、当時、文字が読める数少ない女性の一人

で、……彼女は、8歳、10 歳の少女たち何人かを集め、自宅で本人が知っているすべてを教え

ていた。彼女が塾を開いてほぼ 25 年が経った。……マクレーがこの咸興に赴任した時〔1903

年〕に、小さい校舎を構えて申夫人の塾を引き継ぎ、自身の朝鮮語の先生とバイブル・ウー

咸興の女学校の旧校舎
The Missionary Monthly,  Feb. 1926 より
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マンの助けを得ながら、責任者として学校の運営に乗り出すと、この女学校は瞬く間に発展

した 27。

次いで、元山に進誠女学校（1904 年頃、修学年限 4年）、城津に普信女学校（1909 年？、修学

年限 4年）、龍井に明信女学校（1912 年、修学年限 4年）、会寧に普興女学校（1912 年、修学年限

4年）が立て続けに開設され、それぞれに高等科（修学年限 2年）も設置されていく。1911 年、

咸興の永生女学校の高等科に、聖書、地理、歴史、衛生、音楽、漢文、作文が教科として編成さ

れていたが 28、他の女学校においても同様の教科が教えられていたと考えられる。そして、永生

女学校と明信女学校の場合は、女子高等普通学校（修学年限 4～ 5年）のレベルにまで発展して

いく。　

1921 年、WMSPC東部地区の幹部は、「教会は〔朝鮮における〕教育事業にもっと力を入れるべ

きだ。入学許可を得られず涙を流しながら家に帰る少年と少女を想像してみてください。全国に

設備の整った学校とカレッジがあるカナダに暮らす私たちは、知識に渇いている朝鮮の人々に対

する責任を感じなければならない」 29 と語った。そのようなWMSPC東部地区の意向もあって、カ

ナダ長老派教会朝鮮ミッションは、学校体系や施設の整備に取りかかる。

それで 1922 年、カナダ長老派教会朝鮮ミッションの教育委員会は、「私たち朝鮮ミッションは、

咸興の女学校を朝鮮総督府の認可もしくは指定を受ける女子高等普通学校として発展させること

を最終的目標とし、それを提案するが、当分の間は、中等女学校〔修学年限 5年の各種学校〕と

して開設することを提案する。他のステーションの女学校は、修学年限 2年の高等科を持つ学校

のままに維持することを提案する。また、龍井の女学校は、女子高等普通学校に準ずる〔修学年

限 4年〕教育を行う学校として維持することを提案する」 30 と、女学校の方針を決める。1925 年

度における中等学校は 8校である（表 2参

照）が、そのうちの 5校は、各ステーショ

ンに開設されたこの 5つの女学校である。

咸興の永生女学校は、カナダ長老派教会

朝鮮ミッションにおける女子教育の殿堂

の地位を得る。他のステーションの女学校

の卒業生たちは、上級課程の教育を求めて

永生女学校に進学・編入した。「私たちは、

今後、教師となり、バイブル・ウーマンと

なり、看護師となり、家庭の主婦となり、

教会の指導者となり、朝鮮人のための社会

事業家になろう、これらの聡明な女子生徒

咸興の女学校の新校舎
Annual Report of the Woman’s Missionary Society 
of the United Church of Canada, 1930 より
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たちをことさらに高く評価しようとしてい

るわけではない。これらの女子生徒、特に高

学年として寮に入っている女子生徒たちは、

校長〔Ethel MacEachern〕の指導のもとで継

続的に訓練を受けている。寮生たちは夜間学

校や主日学校で教えている。彼女たちは自分

の出身地や田舎に行ってそこでも教えたり

する。……この女学校は私たちの宣教地域に

おいて朝鮮総督府の認可を受けた唯一の女

子高等普通学校で、他の 4つのステーション

の女学校の卒業生たちは、上級の教育を受け

るためにこの学校に集まってくる」 31 という。

以上のように、カナダ女性宣教師たちは、朝鮮半島の北東部と間島で初等と中等課程の女子教

育を実施したが、カナダ長老派朝鮮ミッションは男子教育も実施した。カナダ長老派朝鮮ミッショ

ンによる教育事業をまとめると、以下の（表 2）の通りである。

学校と生徒に対する性別の統計などがないため、詳細な分析は難しいが、初等学校においても中

等学校においても、1920 年代の前半に生徒数が急増したが、後半からは学校数も生徒数も減った 32。

1920 年代に公立学校が徐々に普及し、また、朝鮮総督府のミッション系の私立学校に対する統制

も厳しくなったことが関係している。しかし、それは一時的な現象で、1930 年代になると（統計

注 1：神学校：平壌所在の長老派教会の神学校。
　　   中等学校：時期によって修学年限 2～ 5年（高等科、高等普通学校、女子高等普通学校にあたる）。
　　   初等学校：時期によって修学年限 4～ 6年（普通学校にあたる）。
注 2：1899 ～ 1918 年の統計は、1923 年度報告書による。
注 3：1919 ～ 1921 年度は不備があるため明記しない。
出所：（表 1）と同じ。

年度
初等学校 中等学校 神学校

学生数
学生総計

学校数 生徒数 学校数 生徒数

1903 4 100 - - - 200

1908 20 384 3 48 8 440

1913 51 1,274 3 98 17 1,389

1918 66 2,264 6 296 20 2,580

1922 90 5,286 8 979 29 6,294

1923 91 6,295 13 1,220 36 7,551

1924 81 5,202 10 1,137 21 6,360

1925 57 3,708 8 618 27 8,679

龍井の女学校
Annual Report of the Woman’s Missionary 
Society of the United Church of Canada, 1936より

表 2　カナダ長老派教会朝鮮ミッションの教育事業（1903 ～ 1925）
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はないが）、朝鮮児童の就学率の上昇により、初等学校における生徒数も中等学校における生徒数

も増加したと推測される（学校数の変動はあまりなかったと思われる）。例えば、1935 年度、5つ

の女学校に在籍した生徒は 2,131 人（初等課程に 1,488 人、中等課程に 643 人）であった 33。

つづいて、カナダ長老派教会のミッション・スクールにおける朝鮮人教師（男女）は、次の（表

3）から分かるように増えつづけ、1920 年代前半に 200 人以上に達した。宣教師は現地人の助力

者を必要としたように、教育事業には朝鮮人教師の存在が絶対的に重要である。「教育に対する要

求は最高潮に達している。各地域にミッション・スクールがあり、私たちのクリスチャン教師は、

宗教教育が可能な中等学校を切実に求めている。今日、朝鮮が必要とするのは、現地人リーダー

であり、今こそ私たちの女性の中からリーダーを養成する時である」 34 と述べられているように、

教師をはじめとする朝鮮人リーダーを養成することは、教育事業の目的でもあった。（表 3）から

分かるように、1910 年代後半、初等学校の教師が急増したが、それは、中等学校（修学年限 2年

の高等科、修学年限 4～ 5年の中等課程）の卒業生が増加したこと（表 2を参照）と、その卒業

生たちの多くは初等学校に教師として迎えられたことに関係する。

「私たちの咸興の女学校は愛しい女子生徒たちの明るい声が溢れ、学びの熱気に満ち溢れてい

る。3月に冬季学期が終了し、11 人が卒業したが、そのうち 10 人が教師になった。残りの一人は

もう 1年勉強してから教師になる予定である。3人は私たちの咸興の女学校で約 120 人の女子生

徒を教えることになった。……教師たちはクリスチャンであり、殆どは主日学校においても教え

ている」 35 と述べられたように、ミッション・スクール（中等学校）の卒業生の多くは、初等学校

の教師となったのである。中等学校の教師の場合、他のミッション・スクール（アメリカ北部長

老派教会やアメリカ北部メソジスト監督教会のミッション・スクールなど）の上級課程を終えて

年度 初等 中等 合計

1908 26 - 26

1913 70 - 70

1916 53 16 69

1917 73 16 89

1918 134 25 159

1919 126 25 151

1922 160 31 191

1923 204 53 257

1924 196 48 244

1925 127 39 166

注および出所：（表 1）と同じ、性別の統計はなし。

表 3　朝鮮人教師（1908 ～ 1925）
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赴任することが多かった。そして、教師たちは、学校のほかに主日学校、夜間学校などにおいて

も教えており、地域のリーダーとして多くの仕事を引き受けていた。

（2）女性宣教師の意識

カナダ女性宣教師は、他の国や他の教派の女性宣教師と同様な見方を持っており、朝鮮女性は

名前がなく、教育も受けられず、劣悪な住宅環境のもとで家事に埋もれて人生を過ごす憐れな状

況に置かれているとして、そのような朝鮮女性を救い出すために女子教育を重要視した。ここで

は、女子教育にかかわった女性宣教師の言葉を通して、女子教育の目的について、言い換えれば、

女子教育を通して女子生徒に植え付けようとした女性像について検討する。

1910 年、3つのステーションに女学校が開設されており、女子教育が朝鮮人の間に着々と受け

入れられ、女子生徒が増えていったその時期に、元山ステーションのロブ（Mrs. Robb）は、カナ

ダのニューブランズウィック州（New Brunswick）のモンクトン（Moncton）で開かれた 1910 年

度WMSPC東部地区年次会議に出席して演説し、その中で、女子教育の目的について、次のよう

に話した。

　 私たちは、女性たちが以前には与えられていなかった機会を得るべきだと思い、女学校を開

設しています。その目的は、女子生徒たちが教育を受け、日本女性やイギリス女性が自分た

ちの国や家庭の中で持っている地位と同様の地位を得ることができるようにすることです36。

ロブは、日本女性とイギリス女性の社会的地位について具体的に述べていないが、おそらく国

から教育機会が与えられていることや、主婦、妻、母としての役割が尊重されている点などを意

味したのだろう。このように女性宣教師は、自分たちが属する欧米の女性や、また、アジアの中

で文明化が進んだ国として日本の女性が享受していた地位をめざして、朝鮮女性の地位を向上さ

せていくことに、女子教育の目的・意義を置いていた 37。

そうした女子教育は、朝鮮女性たちの女性としての意識を変えることであったが、それは一定

の欧米化を意味するものであった。例えば、自身の意見を持ち、人の前でそれを積極的に述べるよ

うになること、家庭の中で以前の従順な態度を捨て、家政を取り仕切るようになること、家庭の外

（教会など）へ出て率先して他の教育を受けていない女性たちをリードすることなどを意味した。

しかし、女性宣教師は、こうした女子教育がもたらす意識や行動の変化を手放しで喜んでいた

のではなかった。以下の引用のように、そうした欧米化により朝鮮女性が従来から持っている美

徳（謙虚さなど）が薄れたり、損なわれたりしてしまうことに懸念を抱いており、いわば東洋女

性の徳目を保ちながら、新しい女性性を育てていく必要性をも自覚していたのである。
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　 主は私たちを補助するよう数名の朝鮮人教師を送ってくださったが、教師たちは私たちの仕

事の負担を一定減らしてくれそうだ。とりわけ黄夫人―体の小さい婦人だが、過去、彼女が

住む町のなかで文字が読める唯一の女性だった―を送ってくださったことに感謝している。

彼女の礼儀正しさと謙遜さは、生徒の模範になっており、彼女は私たちが教えられない東洋

の礼法を生徒たちに教えている。朝鮮の女子が持つ質素さや純粋さを守りながら、私たちが

享受するキリスト教の信仰の特権を彼女らに与えることは、容易な仕事ではない。これらの

朝鮮の新女性にかかわる仕事は、みなさんのお祈りを必要としている。この転換期において、

朝鮮の女子を教える私たちが、何を教えるべきで、何を変えずにそのままにしておくべきか、

女子の前でどのように振る舞うべきかを知るように、それで高尚な女性性に彼女たちを惹き

つけることができるようにお祈りください 38。

上述したように、カナダ女性宣教師は、朝鮮で初等学校と中等学校を開設したが、中等教育の

普及より、初等教育や実用的な教育をより重視した。「（城津の女学校において）この春、14 人の

女子生徒が高等科を修了〔普通科を含めて修学年限 8年を終了〕するが、一部は上級学校へ、ま

た一部は看護学校へ進学するだろう。私たちは、低学年の生徒に対しては基礎科目、高学年の生

徒に対しては実用的な科目を教えることに重点をおいており、経済的な余裕のある家庭の生徒は

例外だが、生徒たちに中等教育について強調してこなかった。このような方針を踏まえ、今後、

私たちは〔高等科の終了後の〕1年コース、例えば、家政学、音楽など、ホームにおける女性の

義務を果たすのに必要な科目を編成したコースの開設を考えている」 39 と。つまり、高学歴の女性

人材の養成も重要だが、それより基礎知識と実用的なスキール（裁縫など）を重んじる女子教育

を行い、それを通して新しいホームを作り上げる主婦を養成しようとした。しかし、高等科の卒

業生を対象とする家政学コースの設置の試みもあったように、女子教育が進むにつれ、より高い

教育を受けた主婦・母の養成を目指すようになっていた。

家政学コースは、会寧の女学校にも設置された。「私たちは、財政的またはほかの理由で〔高

等科を卒業して〕上級課程に進学できなかった女子生徒のために、新しいコースを開設した。そ

れは 1年もしくはそれ以上の家政学コースである。このコースにおいては、一般科目の上級教科

の他に、私たちがずっと念願してきた科目として栄養、献立、介護、育児、衣料関係が編成され

る」 40 という。また、家政学コースではないが、龍井の女学校においても、「中等課程〔女子高等

普通学校に準ずる〕において、家政学、裁縫、農事にかかわる職業訓練を強調している」 41 と言っ

ているように、女性宣教師たちは、女子生徒に家政学を教え、高いレベルの主婦を養成しようと

したのである。

こうした女性宣教師の意識は、学校教育を受けられない女性のための活動にもあらわれる。「（元

山ステーションで）去年 12 月に年次女性クラスが開かれ、都市と田舎の女性を霊的に充電させた。
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女性の領域と責任が全体テーマであった。班分けされた参加者たちは、強い関心を持って女性の

領域であるホーム、地域、教会について討論した」 42 と報告されたように、女性宣教師たちは、女

性の領域を家庭としたうえで、主婦に要求される家庭や地域社会に対する責任意識を、地域の女

性たちの間に浸透させようとしたのである。

しかし、女子教育を通して多くの女教師が輩出されたように、女性宣教師は、社会で活動する

女性も自分たちが育てる新しいタイプの女性であると自負した。「（龍井の女学校において）一人

の各段に有能な若い女性が舎監として、学校の聖書の教師として勤めている。彼女は人を引き付

ける魅力的な性格の持ち主であり、一般科目を教える十分な資格を持っていて、聖書の知識や伝

道に対する熱意も素晴らしい。……もう一人の若い女性が、今年、教師として加わったが、彼女

もクリスチャンリーダーとしての卓越した能力を発揮している。私たちはこれらの女性たちが朝

鮮における新女性の一つのタイプであり、私たちの学校はこうした女性の輩出に貢献するだろう

と信じている」 43 と。

要するに、女性宣教師たちの女子教育観、言い換えれば、女子教育を通して育てようとした女

性像は、当時の欧米女性のように、母や主婦としての家庭内の役割を果たしながら、家庭の外（教

会、社会）に出て活動を行い、女性としての責任をなし遂げることによって自己の社会的地位を

高める女性であった。彼女たちは、そのような新しい女性像・女性性は、謙虚さなどの東洋女性

の徳目とも調和するものとして考えており、朝鮮女性たちが教育を通して得た知識と地位を他の

女性のために使うことを重要視した。

このような女性宣教師たちの考えは、女子生徒や地域の女性たちへ浸透していったと見ること

ができよう。もちろん、本稿ではWMSPCの関係資料を主に用いるため、女子生徒や地域の女性

たちの反応を詳しく論じることができない。とはいえ、教育を受けたい女子生徒にとって、1934

年にいたるまで咸鏡道に公立女子中等学校が存在しなかった地域的特徴もあって（1935 年に咸鏡

南道に咸興女子高等普通学校、咸鏡北道に羅南女子高等普通学校が設立される）、カナダ女性宣教

師が設立した女学校はあこがれの的であり、絶対的な存在感を放っていたと思われる。新校舎の

建築を請願するために咸興の女学校の生徒たちがWMSPC東部地区に送った手紙の中に、「私た

ちは貧しくて無知な朝鮮人で、暗闇の中に生きており、罪の鎖につながっておりましたが、西洋

は東洋を知りませんでした。しかし、神様は私たち憐れな人たちを救うために、山や渓谷や海を

越えて善良な宣教師を送ってくださり、彼らを通じて私たちは光を受けて主イエスを知るように

なりました」 44 と述べられたように、女性宣教師の存在は、女子生徒に大きな意味を持ったのだろ

う。女性宣教師の影響力は地域の女性たちにも及び、多くの女性たちは夜間学校、女性聖書学校、

教会の様々な女性班に殺到し、それらの場所は女性たちの学びの喜びや活気にあふれていたので

あった。
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おわりに

本稿では、カナダ長老派教会においてWMSPC（東部地区と西部地区）が設立された経緯や、カ

ナダ長老派教会により朝鮮宣教が開始された経緯を明らかにした。また、WMSPC東部地区より

派遣された女性宣教師が実施した女子教育の状況や、女子教育にかかわった女性宣教師たちの考

えも明らかにした。

WMSPC東部地区の女性宣教師は、朝鮮の北東部（咸鏡道）と間島に女学校（修学年限 4～ 6年

の初等課程と修学年限 2～ 5年の中等課程を設ける）5校を開設した。これらの女学校は、1935

年にこの地域に公立の女子高等普通学校が設立されるまで、この地域の朝鮮人の女子生徒に対し

て中等教育を施す独歩的地位を占めていた。

女性宣教師たちは、女性の領域は家庭であるという認識を持ち、女子教育を通して新しいホー

ムを形成する主婦を養成しようとした。また、女性として家庭の外（教会、地域など）で活躍す

ることも重視し、多くの女教師を輩出した。

女性宣教師たちの意識の根幹には、ユニバーサル・シスターフッドという名の下で広がった、

アジア女性などに対する欧米女性の眼差しが存在した。それを、自分たちを文明化された女性の

地位におき、朝鮮女性などを遅れた憐れな女性として見なす優越意識として批判することもでき

る。しかし、何より重要なことは、そのような意識を原動力にして、どのような考えが朝鮮女性

の意識の一部となって広がり、それが社会をどのように変えていったかだろう。

女性宣教師の女子教育がもたらしたものは計り知れない。女性宣教師が浸透させた、「女性も教

育を受けなければならない」という意識は、社会を根本的に変える考えで、海外宣教を通して世

界の多くの国・地域に広がった。本稿では、女性宣教師の意識を彼女たちの言葉を用いて明らか

にしたが、今後、その影響について朝鮮女性の立場に立って多角的に検証する必要がある。
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